
（１）特定非営利活動に係る事項

事業名 事業内容 実施日時 実施場所
従事者の
人数

受益対象者の
範囲及び人数

支払額
（千円）

小学生のスポーツク
ラブ

金、土曜日
クラブハウス他山
形市内外

延べ300名 小学80名

大人のスポーツクラ
ブ

年間
クラブハウス、ア
プルスプラス、他
山形市内外

延べ450名 大人240名

子どものスポーツ教
室

月曜日～土曜日
クラブハウス、
アプルスプラス他

延べ430名
幼児36名
小学生190名

大人のスポーツ教室 月曜日～土曜日
クラブハウス、
アプルスプラス他

延べ500名 大人100名

子どものスキー教室
12月～3月の土
曜、休日

蔵王スキー場 延べ240名
幼児30名、小
中学生205名

指導者派遣 年間 山形市内 延べ30名 市内小学校他

イベントの開催 年間
クラブハウス、
アプルスプラス他

延べ10名 一般、全会員

こどもクラブ 学童 月曜日～土曜日
クラブハウス他山
形市内

10名 小学生46名 4,364

管理費 26,269
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今年も受益者負担のみの運営となったが集客の伸び悩み、スポーツ事業を取り巻く状況も変わり予算を大きく下
回る結果となってしまった。経費については人件費の削減など最低限の支出になるよう努力した。またチームス
キーウェアの購入などもあり金融機関から資金の融資を受けての運営になった。しかし、すべてのプログラムで
参加者からは大変喜ばれ地域の方々の健康づくりを担うことができたと思う。

1、事業の成果

今年度は利用者が増え充実した内容で安全に配慮しながら保育に取り組んだ。８年目ということもあり経験の長
いスタッフも増え、団体行動を重視しながらものびのびとした遊び、運動の指導も取り入れ充実した運営をする
ことができた。

スポーツ支援 1,546

●スポーツ支援事業

●スポーツクラブ事業

スポーツ教室

子どものスポーツクラブ３種目は順調に運営できた。大人のスポーツクラブのトレッキングコースについては参
加者減や旅行会社との関係もあり予想を大きく下回る結果となった。他の種目については、年度初めは会員減に
なっていた種目も、その後順調に集客でき予算に近い運営ができた。

8,307

●スポーツ教室事業

2、事業の実施に関する事項

●こどもクラブ

　

23,409

大人のスポーツ教室については採算がとれていない講座については中止とし経費を抑える取組で運営をしてきた
が、他の講座も会員の伸びはなく予算を大きく下回る結果になってしまった。子どものスポーツ教室に関しては
後半は参加者が増えてきたが前半の減少が影響して大きく下回ってしまった。サッカー教室については指導者の
変更があり後半に影響がでてきている。シニア健康体操教室は地域の皆さんの参加が増え大変喜ばれている。

スポーツクラ
ブ

学校の体育の授業、スキー教室、学童、幼稚園、保育園やＰＴＡ活動などへの指導者派遣の要請を受けスポーツ
の支援に努めることができた。５月より介護予防支援サービス事業を開始し利用者も順調に増え安全に楽しく運
営している。アプルスフェスについては駐車場の確保ができず開催することが出来なかった。。


